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B 139　　ブラシ。－の着用感　一洋型適合性‐
　　　　学習院雅文　大眼芙智了一　日拳ヤ人家政。O中砥節子

C(杜)日本家政学会

　目的　友限の遍司凛を句上てせ＆ずＪり回J，友限羞珊時の不･恢感を乞祐妁･1追い出､し，

漕明脊､に､作吊Ｔ５総ヽ合約な因手にフいて検材すい沁辱ヵヽ｀ある．ｔｌで参研貧て｀｀ほデラジ・

－に着眺レ，その４吊感に関１るテ｡乙ッフリストを作４し，ブラジ。－の着用感にフぃて

総身約７硬訂りＬ，尺。

　ｉ粁ｇょび｀方汰　まずブラジ．－の結今吋羞用旅に関ず５チエ､ヽバリストＡ（墳目還択

形疋），Ｂ（会呑苛列形式）を作政し，学生Jと）糸りす象にテz,いノフを行．た。縛を綿果､に!J

因チ分耕を旅してブラジ，‐の着用感の漕荻約冬因乞抽土レブこ。さらにテエ．ツフり入トA，

Bでほ千。ツフレ’ぺい体型.，郭作，デブｊいこ間して羞用貧兼のａめ（7）テ‘ツフり又卜

ＣＨΥ成｀レ薗用良験

B 140 着用実.曖ｸﾞ)判定ic哨する盾允
お奈の水､す大家改　o右椅吽了　長ふ仰ダエ　山路寿子　荒外連了

　目的　着装評m特性£ 鮮明tるための剌段障tし乙　八?りﾚの違叫こ=t ，T生じるぞ‘」足

の葦異乙袱す↑しに　f ≒　4" 'I湊心地l い衣限原型を設足-i い=と乙笏Z・目的として。

　話妬れ払位rのﾚp とりにっいア七疾封しに。

　方拡　爽,吠ほ暴準服左用いに一片比較低と沁ッフx｡の一対比較域回i。f-. /'H-1レは

熱練しre 3 名（rJ ，て構底卜おるず-ずに/はル。クp -ズ下り汐ルおJ. び蔵棟を

冑て｀め乱夫,瞼・著釦臼《潜ほ「胸噛二j ''背幅」''袖山の痴? 。「漱りに各々3水半f

あリ，直交表L)にねレプげr-. iL幣,姿勢へのil合性について亀　i″莉斟島」「後澗溺。I‘

湘」「冷眼」の外側と葡暴判足し，動作孟兪性にっいマ(?，日参動作£藻ずり燧ルた/5

動作にっヽヽて羞徐浩のみわ叩淀乙爪に. 難印に七に5段階で判定し, 藻準限乙恥ヽた

哭蔡デー和i斟服て゛解作乙行い，シX- '･/フエ｡のす広£嗣いに充暖ず一卵亀　？の鮮荷チ

哺に従いか貳分布レ政。

ダ鵜果　i; 湊り艮と用いた支駁-おいてもシエヽヽ･フエ｡I?) す汰と利い政見殖yにおいても

アローズド・バかレおJ-び濾挾雷に比ベズー7°ンハ･和レの判足拶影了明らaヽ(- あぐ　予

の刊定四葬も酋頼,-足るも^）と厄われ[-.. z）β幣看として外観の優れる形範の頷尤乖

ff-(J''胸噪コ「膏喝」と｡もI' Y式原型よソI C-，狭くr軸山のill ごj
,3身φダ,袖ぐり寸蔵

の垢・紅冶ゼtであることがねヵヽ。re. 3）日弗動作について遣合性のiflいが態の壇東灸
ft1乙「背幅」がY式原型の背岐丿一川。広く, 「袖山のめ?」17 影自の袖でリ可咀め｀綸

の組か七が遺なr｀ある二とがねヵ＼, Tx.


